
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
、
人
や
商
品
、

資
本
、
情
報
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
、

国
や
地
域
の
垣
根
を
超
え
た
移
動
が
活

発
化
し
、
世
界
の
結
び
つ
き
が
深
ま
る

現
象
を
指
す
。
そ
の
先
駆
け
は
、
15
世

紀
に
始
ま
っ
た
大
航
海
時
代
と
言
わ

れ
、
18
世
紀
の
産
業
革
命
以
降
に
拡
大

し
た
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
だ
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
つ
い
て
、

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
の
白し

ら

木き

三
秀
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
20
世
紀
後
半

の
通
信
や
輸
送
、
交
通
に
か
か
わ
る
技

術
の
急
速
な
進
化
と
密
接
に
関
係
し
て

い
ま
す
。
資
本
主
義
や
自
由
主
義
の
下
、

国
際
的
な
自
由
競
争
や
規
制
緩
和
の
推

進
を
背
景
に
、
人
や
モ
ノ
の
移
動
コ
ス

ト
が
大
幅
に
下
が
り
ま
し
た
。
昨
今
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
瞬
時
に
情

報
が
行
き
来
す
る
よ
う
に
な
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は
さ
ら
に
加
速
し

て
い
ま
す
」

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
と
し
て
、
資

本
や
技
術
の
流
入
に
よ
り
新
興
国
が
台

頭
し
、
国
際
分
業
が
進
ん
で
世
界
全
体

が
豊
か
に
な
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
労
働
力
が
安
価
な
新
興
国
で
商
品

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
の
裏
に

解
決
が
難
し
い
問
題
が
山
積

早
稲
田
大
学

政
治
経
済
学
術
院
　

教
授

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｈ
Ｒ
Ｍ

研
究
所
　

所
長

白
木
三
秀

　

し
ら
き
・
み
つ
ひ
で

国
士
舘
大
学
政
経
学
部
教
授
な
ど
を

経
て
、
現
職
。
専
門
は
人
的
資
源
管

理
。
著
書
に
『
英
語
de
人
事
　
日
英

対
訳
に
よ
る
実
践
的
人
事
』（
文
眞

堂
、
２
０
２
０
年
）、『
グ
ロ
ー
バ
ル
・

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
育
成
と
評
価
』（
早
稲

田
大
学
出
版
部
、
２
０
１
４
年
）
な

ど
。

トレンド・ワード

グ
ロ
ー
バ
ル
化

生
徒
の
学
び
や
進
路
選
択
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
革
新
的
な
技
術
や
価
値
観
を
「
社

会
の
ト
レ
ン
ド
」
と
し
て
、「
暮
ら
す
」「
働
く
」「
学
ぶ
」
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
」
を
取
り
上
げ
る
。
海
外
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
身
近
に
な
り
、
街
で
外
国
人
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
て
久
し
い
が
、今
後
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ど
の
よ
う
に
進
み
、私
た
ち
に
ど
う
い
っ
た
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
。

そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
た
め
に
は
、ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
お
け
る
企
業
の
人
材
に
つ
い
て
研
究
す
る
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
の
白し
ら

木き

三
秀
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

資
本
主
義
や
自
由
主
義
の
広
が
り
、
そ
し
て
技
術
の

進
化
を
背
景
に
、
国
境
を
越
え
た
結
び
つ
き
が
緊
密
化

サマリー

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

グローバル化の利点と課題図１

◎資本や技術の流入による新興国の台頭
◎国際分業が進み、世界全体が豊かになる
◎高品質の製品が低価格で入手できるようになる
◎異なる文化が出合うことによる新たな価値の創出

◎国際競争の激化　◎技術や優秀な人材の流出
◎（主に先進国）産業の空洞化
◎（主に先進国）労働者の賃金低下
◎（主に先進国）失業率の上昇
◎文化間での衝突、文化の消滅
◎環境問題の悪化　◎感染症の流行

解
説
者

世の中　　　　　解説

利点

課題

＊白木教授への取材を基に編集部で作成。
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を
製
造
す
る
こ
と
で
、
企
業
に
は
増
収
、

消
費
者
に
は
安
価
な
商
品
が
手
に
入
る

と
い
っ
た
利
点
が
あ
る
。
一
方
で
、
国

に
よ
っ
て
は
産
業
の
空
洞
化
が
進
み
、

失
業
や
賃
金
低
下
を
招
い
て
い
る
。
自

然
環
境
の
破
壊
や
感
染
症
の
流
行
な

ど
、
各
国
の
協
調
が
求
め
ら
れ
る
問
題

も
深
刻
化
し
て
い
る
（
図
１
）。

　
日
本
で
も
、
海
外
の
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
が
あ
ふ
れ
、
街
で
は
多
様
な
国
籍

の
人
々
が
行
き
来
し
て
い
る
（
図
２
）。

企
業
も
、
海
外
に
お
け
る
売
上
比
率
を

伸
ば
し
た
り
、
海
外
に
生
産
拠
点
を
設

け
た
り
し
て
い
る
。
日
本
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
示
す
デ
ー
タ
の
１
つ
が
、
企
業

が
海
外
で
事
業
活
動
を
行
う
投
資
で
あ

る
「
対
外
直
接
投
資
」
の
推
移
だ
（
図

３
）。

　「
日
本
で
は
、
１
9
８
５
年
の
プ
ラ

ザ
合
意
以
降
、
急
速
に
進
ん
だ
円
高

を
背
景
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
へ
の

投
資
額
が
膨
ら
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、

２
０
０
１
年
の
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を

機
に
、
中
国
に
投
資
先
の
移
行
が
進
み
、

投
資
額
も
さ
ら
に
増
加
し
ま
し
た
。
日

本
企
業
の
海
外
進
出
に
伴
い
、
従
業
員

の
多
国
籍
化
が
進
み
、
日
本
の
企
業
で

も
、
外
国
人
と
一
緒
に
働
く
こ
と
は
珍

し
く
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
経
済
や
社
会
、

文
化
な
ど
の
様
々
な
領
域
に
見
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ら
は
連
動
し
な
が
ら
進
行
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
っ
て
外
食
チ
ェ
ー
ン
企
業
が

世
界
展
開
す
る
と
、
食
文
化
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
ん
で
い
く
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
は
、
世
界
の
同
質
化
を
推
し
進
め
る

半
面
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
の
独
自

性
を
際
立
た
せ
る
一
面
も
あ
る
。

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
失
わ
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
逆
に
独
自
性
が
世
界
か
ら
認
め

ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、日
本
発
の
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー

ム
が
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
の
は
、
そ

の
典
型
と
言
え
ま
す
」

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
で
、
国
際
間
の
人
や

モ
ノ
の
動
き
は
停
滞
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、

既
に
世
界
中
の
企
業
が
多
国
籍
化
し
て

い
る
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
は
変

わ
ら
な
い
と
、
白
木
教
授
は
指
摘
す
る
。

　「
人
の
移
動
が
制
限
さ
れ
て
も
、
私

た
ち
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
て
交
流
し
て
い
ま
す
。
そ
の

時
々
の
問
題
は
、
新
た
な
技
術
や
手
法

の
開
発
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
ま
す
」

世
界
の
同
質
化
が
進
む
中
で
、

地
域
の
独
自
性
を
見
直
す
動
き
も

●
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
暮
ら
す
」

「
働
く
」「
学
ぶ
」
の
３
つ
の
切
り

口
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
、

社
会
や
生
活
の
変
化
を
具
体
的
に

見
て
い
く
。

日
本
企
業
で
進
む
海
外
投
資

増
え
る
外
国
人
従
業
員

在留外国人数の推移図２

日本の対外直接投資の推移図３

＊出入国在留管理庁「令和元年末現在における在留外国人数に関する公表資料」
を基に編集部で作成。

＊日本貿易振興機構「直接投資統計資料」を基に編集部で作成。
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約90万人増加
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1985年のプラザ
合意を機に、円高
が進行し、以後、
ASEAN地域を中
心に投資額が増加

2001年の中国の
WTO加盟を機に、
中国に投資先の
移行が進み、投
資額もさらに増加
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　グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
企
業
活

動
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
複
数
の
国
・
地
域
で
事
業
を
展
開

す
る
多
国
籍
企
業
が
世
界
中
に
増
え
て

お
り
、
日
本
企
業
で
も
海
外
の
売
上
比

率
が
高
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
あ
る
国

で
受
け
入
れ
ら
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

が
、
そ
の
ま
ま
他
国
・
地
域
で
通
用
す

る
と
は
限
ら
ず
、
企
業
は
事
業
を
展
開

す
る
国
・
地
域
の
文
化
や
価
値
観
に
基

づ
い
た
ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

　「海
外
で
事
業
を
展
開
し
て
も
、
消

費
者
が
求
め
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
い
う
企
業
の
原
理
原
則
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
文

化
や
習
慣
、
宗
教
、
価
値
観
な
ど
が
異

な
る
国
や
地
域
を
企
業
活
動
の
対
象
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
国
や
地
域
の

状
況
を
綿
密
に
調
査
し
た
上
で
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
設
計
す
る
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
世
界
展
開
す
る

外
食
チ
ェ
ー
ン
企
業
で
は
、
同
じ
商
品

で
も
、
商
品
を
提
供
す
る
地
域
に
住
む

人
々
の
嗜し

好こ
う

に
合
わ
せ
て
味
を
微
妙
に

変
え
て
販
売
す
る
例
が
見
ら
れ
ま
す
」

　海
外
で
事
業
展
開
を
す
る
多
国
籍
企

業
に
勤
め
れ
ば
、
海
外
出
張
は
も
ち
ろ

ん
、
電
話
や
メ
ー
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
外
国
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
機
会
が
あ

る
は
ず
だ
。
加
え
て
、
国
内
向
け
に
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
企
業
で

あ
っ
て
も
、
国
内
在
住
の
外
国
人
の
増

加
を
受
け
、
多
様
性
へ
の
配
慮
が
必
須

と
な
っ
て
い
る
。

　世
界
各
国
で
事
業
展
開
す
る
企
業
が

増
え
れ
ば
、
国
際
競
争
を
通
じ
て
企
業

の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
は
磨
か
れ
て
い
き
、

生
活
は
便
利
で
快
適
に
な
っ
て
い
く
。

　「私
た
ち
は
既
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
や
映
画
・
音
楽
の

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
＊

１
）、
通
販
サ
イ
ト
な
ど
を
、
そ
れ
ら

が
ど
の
国
の
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
か
を
さ

ほ
ど
意
識
せ
ず
に
利
用
し
て
い
る
は
ず

で
す
。
日
本
に
い
な
が
ら
、
海
外
企
業

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
も

多
い
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
企
業
は
、
世

界
中
の
広
範
な
対
象
か
ら
利
益
を
少
し

ず
つ
集
め
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
安
価

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
強
み
が
あ

り
、
消
費
者
を
引
き
つ
け
て
い
ま
す
」

　さ
ら
に
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

海
外
で
製
造
さ
れ
た
商
品
が
あ
ふ
れ
て

い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
人
件
費
が
安

価
な
国
で
生
産
し
、
輸
入
す
る
仕
組
み

が
あ
る
。

　「日
本
企
業
は
、
こ
れ
ま
で
中
国
に

生
産
拠
点
を
置
く
場
合
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
こ
数
年
、
人
件
費
が
よ
り

安
い
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
に
移
行
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
品
質
の
高
い
商
品
を
安
価
に

入
手
で
き
る
の
は
、
消
費
者
に
と
っ
て

魅
力
的
で
す
が
、
そ
の
半
面
、
国
内
の

産
業
の
空
洞
化
や
賃
金
の
低
下
、
失
業

率
の
上
昇
な
ど
の
問
題
に
つ
な
が
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
」

　ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、

情
報
が
瞬
時
に
世
界
中
に
伝
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
結
果
、
海
外
の
出
来
事
が
私

た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
典
型
は
、

情
報
通
信
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
金
融
市
場
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
だ
。
１
つ
の
国
で
の
出
来
事
が
、

世
界
中
を
金
融
危
機
に
さ
ら
す
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　「今
後
も
日
本
は
、
世
界
各
国
の
事

象
か
ら
直
接
的
・
間
接
的
に
影
響
を
受

け
続
け
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
社
会

に
適
応
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
海

外
の
情
報
へ
の
感
度
を
高
め
る
姿
勢
が

欠
か
せ
な
い
と
言
え
ま
す
」

＊１　 定額料金を支払うことで一定期間利用できるサービスのこと。

働
く

グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
き
と
現
地
の
情
報
を
捉
え
る
姿
勢
が
必
要

暮
ら
す

生
活
が
便
利
で
快
適
に
な
る
半
面
、特
有
の
課
題
も

海外で働く日本人の評価が低い項目図４

海外で働く日本人に対する現地従業員からの評価が低
かった項目

◎現地語を熱心に勉強している。
◎現地の商習慣をよく理解している。
◎現地の文化や風俗習慣を理解している。
◎上の人が間違っていたらはっきりと指摘する。
◎対外交渉力の強さ。
◎人脈（社内・社外）の広さ。

＊白木三秀『グローバル・マネジャーの育成と評価』「現地従業員に
よる上司調査」（早稲田大学出版部、2014 年）を基に編集部で作成。
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グローバル人材が備えている資質・能力図５

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
い
う
言
葉

が
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
す
る
人
材
は
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・

能
力
を
備
え
て
い
る
の
か
。
白
木
教
授

は
、
海
外
に
派
遣
さ
れ
た
日
本
企
業
の

若
手
社
員
を
対
象
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
決
定
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
関

す
る
調
査
研
究
を
行
っ
た
（
＊
２
）。

　
62
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
、「
前
向

き
行
動
力
」「
異
文
化
適
応
能
力
」「
仕

事
能
力
」「
対
人
関
係
能
力
」
の
４
つ

の
因
子
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
因
子
の
、

①
仕
事
成
果
の
向
上
、
②
ス
キ
ル
・
能

力
の
伸
長
、
③
仕
事
・
生
活
環
境
へ
の

適
応
、
④
仕
事
満
足
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
４
つ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
へ
の
影

響
を
評
価
し
た
。
そ
の
結
果
、
海
外
で

活
躍
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
因
子
と

＊２　 白木教授が実施した「若手日本人派遣者調査（2016 年）」。［調査概要］サンプル数：302 人（本人＆上司のマッチング・データ）／対象：20 代、30 代 （平均年齢 33.3 歳）
／赴任地域：アジア（中国を除く）41％、北米 21％、中国 20％、ヨーロッパ 17％／調査方法：コンピテンシー（62 項目）の自己評価、およびパフォーマンスに関する
上司評価とのマッチング／評価方法：62 項目のコンピテンシーを「前向き行動力」「異文化適応能力」「仕事能力」 「対人関係能力」の４因子に分けて、「仕事成果の向上」「ス
キル・能力の伸長」「仕事・生活環境への適応」「仕事満足・モチベーション」の４つのパフォーマンスにどう影響するかを評価。さらに英語力の効果・影響を評価。

考
え
ら
れ
る
の
は
、「
前
向
き
行
動
力
」

だ
っ
た
（
図
５
）。

　「『
前
向
き
行
動
力
』
は
、
①
〜
④
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
す
べ
て
に
よ
い
影

響
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
次
い
で
重
要

と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
③
と
④
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
決
定
要
因
と
な
っ
た

『
異
文
化
適
応
能
力
』
で
す
」

　「
前
向
き
行
動
力
」
は
、
挑
戦
意
欲

や
臨
機
応
変
な
対
応
力
、
決
断
力
、
視

野
・
見
識
の
広
さ
な
ど
の
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
が
該
当
す
る
（
図
６
）。
高
校
や

大
学
で
そ
れ
ら
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
ど
う
い
っ
た

学
び
が
必
要
に
な
る
の
か
。

　「『
前
向
き
行
動
力
』
は
、
大

小
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
成

功
と
失
敗
を
積
み
重
ね
る
中
で
培
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
結

果
に
か
か
わ
ら
ず
、
努
力
し
た
プ
ロ
セ

ス
を
評
価
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
」

　
英
語
力
は
、
す
べ
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
向
上
に
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た

が
、
単
独
で
は
強
い
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
、

ほ
か
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
伴
う
必
要

が
あ
る
と
分
か
っ
た
。

　「
海
外
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
好

奇
心
を
持
ち
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
高
校
で

も
、
生
徒
が
主
体
的
に
挑
戦
す
る
よ
う

な
体
験
を
積
ん
で
お
く
こ
と
が
重
要
だ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
」

　「
企
業
は
今
後
、
様
々
な
国
の
人
が

顧
客
に
な
る
こ
と
を
一
層
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

は
、
多
く
の
こ
と
が
世
界
と
連
動
し
て

い
ま
す
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
知
識
や

発
想
を
持
た
な
い
企
業
は
、
こ
の
先
、

生
き
残
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
私
の
調
査
研
究
に
お
い
て
、『
海

外
勤
務
の
日
本
人
は
、
現
地
の
従
業

員
か
ら
、
現
地
の
文
化
や
商
習
慣
な
ど

を
理
解
し
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い

る
』と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た（
図
４
）。

仕
事
の
能
力
だ
け
で
な
く
、
赴
任
先
の

文
化
に
関
心
を
持
ち
、
一
緒
に
働
く
人

に
配
慮
す
る
こ
と
も
、
仕
事
を
す
る
上

で
は
重
要
な
の
で
す
」

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

学
ぶ

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
な
の
は「
前
向
き
行
動
力
」

「前向き行動力」を構成するコンピテンシー図６

◎複雑で矛盾に満ちた状況に対応できる。
◎既存のやり方にとらわれず、臨機応変に対応する。
◎自分の仕事上の貢献をアピールしている。
◎新しい仕事・挑戦に意欲的である。
◎問題点を素早く発見できる。　◎交渉力が強い。
◎視野・見識が広い。　◎決断力がある。
◎想定外の状況において冷静に対応できる。
◎将来のニーズやチャンスを先取りできる。
◎新しい事や人との出会いを楽しんでいる。
◎指示や説明を分かりやすくできる。
◎課題達成・目標実現に向けて、リスクを取ることができる。
◎物事を定量的に考えることができる。
◎顧客からの評価を前向きに受け止める。
＊白木教授提供資料を基に編集部で作成。

海外に赴任した若手社員のパフォーマンスを決定する
要因を、自己評価および上司評価を通じて調査した結
果（＊２）。

＊白木教授提供資料を基に編集部で作成。

①仕事成果
の向上

②スキル・能力
の伸長

③仕事・生活
環境への適応

④仕事満足・
モチベーション

上の２つより
影響が低い

英
語
力
（
単
独
で
は
影
響
が
低
い
）

前向き
行動力

異文化
適応能力

仕事能力

対人関係
能力
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